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1

金木だより（2）

町長に古川竹夫氏

町議には白川定道氏が当選
町
長
・
町
議
補
欠
選
挙

欠
貝
に
伴
う
町
長
選
挙
、
町

議
会
議
貝
袖
欠
選
挙
が
、
き
る

十
月
三
十
一
日
執
行
さ
れ
即
日

開
票
の
結
果
、
町
艇
に
は
古
川

竹
夫
氏
、
町
雛
に
は
白
川
定
道

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。▼

町
長
選
挙

当
選
古
川
竹
夫
無
・
新

四
、
七
六
七

／ 、
町
民
の
皆
様
に
錐
ん
で
ご
挨
り
ま
し
た
が
、
選
挙
職
そ
の
も
り
、
力
強
く
立
血
ら
な
け
れ
ば
る
と
思
い
ま
す
．
常
に
身
を
滴

拶
巾
し
上
げ
ま
す
。
の
は
、
政
箙
本
位
の
立
派
な
進
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
〕
潔
に
保
ち
派
ば
つ
を
な
く
し
、

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
挙
で
あ
り
、
金
木
町
災
の
良
識
岡
、
地
万
を
問
わ
ず
、
行
政
公
正
な
行
政
を
心
掛
け
た
い
と

り
ま
し
て
町
長
に
当
選
さ
せ
て
が
健
在
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
を
と
り
ま
く
環
境
は
誠
に
厳
し
思
い
ま
す
。

い
た
だ
き
、
感
慨
無
泄
な
も
の
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た
と
評
価
し
い
も
の
が
あ
り
、
金
木
町
全
体
職
員
に
は
全
体
の
奉
仕
者
の

を
党
え
る
と
同
時
に
、
責
任
の
て
お
り
ま
す
。
の
経
済
も
農
業
の
低
迷
に
加
え
、
粘
神
を
徹
底
さ
せ
、
親
切
と
思

亜
大
さ
に
今
さ
ら
な
が
ら
身
の

町
長
就
任
の
ご
挨
拶

釧
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

異
常
な
形
で
の
選
挙
で
は
あ

金
木
町
長
古
川
竹
夫

’

1

為●

次
点
西
村
節
男
無
・
新

三
、
○
六
九

中
谷
博
無
・
新

七
三
五

吉
崎
正
光
共
・
新

三
○
○

▽
有
権
者
数
一
○
、
二
六
一

▽
投
票
者
数
八
、
九
五
一

▽
有
効
票
八
、
八
七
一

▽
投
票
率
八
七
・
二
三
％

▼
町
議
補
欠
選
挙

一
連
の
不
幸
な
蛎
件
に
よ
り
木
材
不
況
等
に
よ
り
容
易
な
ら
い
や
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
に

金
木
町
の
失
っ
た
も
の
は
決
っ
ざ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
励
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
ん
な
が
苦
し
ん
で
い
る
時
以
上
の
よ
う
な
現
状
認
識
と

「
禍
い
転
じ
て
糊
と
な
す
」
の
政
治
に
桃
わ
る
肴
や
公
務
風
は
堆
本
姿
勢
に
よ
り
、
当
面
次
の

例
え
通
り
、
過
去
を
敏
訓
と
し
そ
の
苦
し
み
を
と
も
に
分
か
ち
こ
と
が
ら
に
全
力
を
傾
け
た
い

金
木
町
は
全
町
民
が
一
体
と
な
合
う
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
あ
と
ぞ
え
て
お
り
ま
す
。

当
選
白
川
定
遊
無
・
新

四
、
三
七
○

次
点
小
山
内
嘉
一
郎
無
・
元

四
、
二
四
○

▽
有
権
者
数
一
○
、
二
六
一

▽
投
票
者
数
八
、
九
四
八

▽
有
効
票
八
、
六
一
○

▽
投
票
率
八
七
・
二
○
％● 白川定道議員

金木だより縮刷版

予約蟇集中

ノ

ー
、
農
林
業
の
振
興

一
、
地
場
産
業
の
育
成

一
、
雇
用
の
場
拡
大
と
出
稼
一

ぎ
の
解
消

一
、
屏
風
山
Ｉ
内
真
部
線
（
｜

金
木
ｌ
筒
森
間
）
の
早
期
一

改
良
舗
装

一
、
老
人
協
祉
対
策
の
充
実

一
、
総
合
運
動
公
園
の
造
成

計
画

一
、
観
光
開
発
（
芦
野
公
園
一

の
雛
備
）

一
、
教
育
施
設
の
充
実
（
金
一

木
中
の
改
築
等
）

一
、
弘
大
用
地
の
返
還

一
、
ば
ん
え
い
競
馬
の
誘
致
一

一
、
財
政
の
健
全
化

、
↑

○収録範囲

昭和27年から昭和57年12月

○金額3,000円

○申込み企画室3-2111内線40

○締切り12月15B
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(3)金木だより

鋪
百
二
十
八
Ｍ
町
縦
会
臨
時

会
が
十
一
月
九
日
に
開
会
し
ま

し
た
。
ま
ず
先
の
町
議
袖
欠
選

挙
で
当
選
し
た
白
川
定
道
議
風

の
紹
介
が
あ
り
、
其
田
盟
一
磯

貝
の
発
議
に
よ
り
会
期
を
一
日

と
決
め
ま
し
た
。
こ
の
後
、
古

川
町
辰
が
枕
任
あ
い
さ
つ
を
鞭

ね
て
、
助
役
に
吉
崎
忠
血
氏
、

一

助
役
に
吉
崎
忠
直
氏

収
入
役
は
白
川
常
一
氏

収
入
役
は
、
川
術
一
氏
と
い
う

人
蛎
案
件
二
件
を
一
括
上
朧
し

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
沢
田
茂
議
貝

が
焚
成
討
愉
を
行
い
、
反
対
者

は
一
人
も
な
く
満
場
一
致
で
承

認
、
叩
決
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
鑛
に
先
立
ち

欠
皿
の
農
林
商
工
常
任
委
側
会

臨
時
町
議
会
で
満
場
一
致

‐

提案王里由を説明する古川町長

刑
委
ｕ
踵
に
伊
丸
岡
Ⅶ
磯
災
が
、

新
町
議
の
内
川
定
通
氏
は
総
勝

企
呵
常
任
委
旦
会
副
委
旦
及
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
磯
貝
の
所
属
委
旦

会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
企
町
常
妊
委
只
会

委
貝
踵
其
田
豊
一

剛
委
旦
長
白
川
定
道

委
貝
秋
元
武
論

加
藤
卓
爾

め
以
後
、
同
農
協
理
聯
、
専
務

理
躯
を
経
て
四
十
九
年
十
月
か

ら
組
合
長
。
ま
た
、
四
十
七
年

か
ら
県
信
連
理
事
も
務
め
て
お

り
、
腱
業
関
係
の
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
る
。
五
十
二
歳
。

昭
和
二
十
六
年
、
二
十
一
歳

の
若
さ
で
嘉
獅
展
協
監
鞭
を
務 吉崎忠直助役

鴫
海
淀
男

▽
教
行
民
生
常
任
姿
Ⅱ
会

委
貝
隆
吉
川
米
逸

刑
委
Ⅱ
腿
ｎ
川
徳
政

委
ｕ
小
野
祐
蔵

大
砺
卿
猟
郎

野
海
雄
泄

▽
腱
林
商
工
常
任
委
ｕ
会

委
此
艇
竹
内
武
六

刑
委
貝
隆
伊
丸
岡
塊

委
ｕ
白
川
峰
雄

沢
田
茂

今
久
米
雄

▽
土
木
常
任
委
貝
会

委
側
長
小
林
隆
一

副
委
興
隆
伊
藤
滴
慈

委
貝
対
蝿
兼
正

小
田
舸
喜
吉

沢
田
政
孝

金
木
中
学
校
助
教
諭
を
三
年

間
務
め
た
後
、
昭
和
二
十
八
年

に
役
場
入
り
、
建
設
課
長
、
企

画
室
量
を
経
て
、
四
十
九
年
か

ら
総
務
課
長
を
務
め
て
い
た
。

三
十
年
近
い
行
政
経
験
が
あ
り
、

行
財
政
に
明
る
い
。

五
十
七
歳
。

～
Ｂ
０
１
０

回
Ｉ
も

白川常一収入役
｡

一ケタ…一…～＝…,一一一△

昨
年
か
ら
改
築
工
躯
が
進
め

ら
れ
て
い
た
川
倉
奏
の
川
原
地

蔵
尊
本
堂
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

さ
る
十
一
月
六
日
、
来
審
や
関

係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
て
藩

慶
式
を
行
い
ま
し
た
。

川
倉
地
蔵
尊
は
、
今
か
ら
約

千
二
百
年
前
、
平
安
時
代
の
名

伽
慈
覚
大
師
が
こ
の
地
を
訪
れ

地
蔵
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
、
毎
年
旧
暦
の
六
月
二

十
三
、
二
十
四
日
の
例
大
祭
に

は
叩
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

す
。

完
成
し
た
新
地
蔵
尊
堂
は
、

老
朽
化
し
た
以
前
の
も
の
を
取

本堂が完成落慶式

川倉寶の川原地蔵尊

‐ー
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献
花
す
る
関
係
者

り
壇
し
、
昨
年
六
月
か
ら
総
工

甜
約
五
千
八
百
万
円
で
改
築
工

蛎
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
高

さ
約
十
五
財
、
面
積
は
約
三
百

七
十
平
方
財
で
、
総
ヒ
バ
造
り

中
に
は
、
子
供
を
亡
く
し
た
親

た
ち
が
奉
納
し
た
大
小
千
体
余

り
の
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。溶

慶
式
で
は
、
読
経
の
後
、

献
花
や
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝

状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
講
中
を
代
表
し
て
工
藤
与

右
エ
門
さ
ん
が
建
設
経
過
と
お

礼
を
述
べ
、
古
川
町
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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金 木だより（4）

交通公園

場弗四保育 所

おかだ・ か お り
はあなたが

。話題など

画室まで

ご連絡下さい。

いつでも取材に伺います。

快い汗で運動不足解消

町教職員

レク大会●

「
町
敬
職
ｕ
州
〃
の
親
峠
を

深
め
よ
う
ｌ
」
と
さ
る
ト
ー

川
九
日
町
股
業
村
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
小
中
学

校
の
先
生
や
教
育
職
且
約
百
人

が
参
加
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
開
か
れ
、
ゲ
ー
ム
や
ド

霧
ね

、
Ｌ
Ｄ
４
ｆ
会

ぞ
ね
人
か
と
う
ち
そ
と

金
木
小
一
年

か
と
う
・
さ
ち
と

ツ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
に
快
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
入
会
は
、
町
教
職
ｕ
共

済
組
合
（
尼
崎
栄
仁
代
炎
Ｉ
金

水
中
校
及
）
が
主
樅
、
教
職
Ⅱ

杣
厘
の
親
峠
と
迎
動
不
足
解
消

に
Ｉ
と
師
年
附
い
て
い
る
も
の

で
す
。開

会
式
に
続
い
て
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
、
そ
の
後

命
中
ブ
ロ
ッ
ク
と
南
中
ブ
ロ
ッ

ク
に
別
れ
て
の
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル

で
は
、
逃
げ
る
途
中
転
ん
だ
校

廷
先
生
に
、
〃
お
し
り
〃
め
が

け
て
ボ
ー
ル
を
〃
ボ
ー
ン
〃
・

会
場
内
は
曝
笑
と
拍
手
の
渦
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
参
加
し
た
先

生
方
の
〃
特
技
“
別
に
、
卓
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
ト
ラ

ン
プ
、
〃
ボ
ン
や
リ
ー
チ
〃
な

ど
で
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

田
の
仕
事螺

良
市
小
六
年

小
野
栄

●

「
収
椣
に
感
謝
の
心
を
育
て

い

よ
う
ｌ
」
と
さ
る
十
一
川
十

Ⅱ
、
莱
二
保
行
所
（
稚
脇
慨
迪

所
踵
Ｉ
児
童
七
卜
四
人
）
で
、

も
ち
つ
き
大
会
が
開
か
れ
、
児

市
全
此
で
か
わ
る
が
わ
る
も
ち

つ
き
。
〃
キ
ネ
〃
に
も
ち
が
く

もちがくっつ いて重いな－

第二保育所でもちつき大会

の
ぼ
り

づ
な辮

揃
小
一
年

岩
村
力

0I ■

ー

P
可寸

私 の学校川倉小6年
泉谷光志

一旦つ
つ
い
て
思
う
よ
う
に
つ
け
ず

保
母
さ
ん
の
手
助
け
を
受
け
る

な
ど
和
や
か
な
光
景
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
母
さ
ん
方
が
手

作
り
の
〃
お
し
る
こ
〃
に
舌
妓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
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「

(5)金木だより

ざ
る
十
一
川
二
日
、
三
日
の

向
日
、
た
く
さ
ん
の
兄
学
滑
で

賑
わ
っ
た
文
化
祭
で
の
公
開
連

用
を
実
施
し
て
い
た
の
が
、
今

回
紹
介
す
る
「
太
宰
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ク
ラ
ブ
Ｊ
Ｈ
７
Ｙ
Ｚ
Ｕ

（
沢
川
実
会
陛
）
」
で
す
。

遮
波
を
発
肺
す
る
場
合
は
、

○
・
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
ト
ラ
ン

cQ･cQこちらは

太宰アマチュア無線クラブ
仲
間
ヒ

ヒ
毛
に

、一

シ
ー
パ
ー
を
除
い
て
免
詐
か
必

要
で
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

も
岡
家
拭
味
で
免
飾
を
僻
て
通

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
査

一
膣
許
艤
職
〆
薙
瞬
雌
雛
賞
一

格
が
あ
り
な
が
ら
交
肺
マ
ナ
ー

の
悠
い
人
や
、
述
法
無
線
、
防

一
吋
岬
州
峠
》
掛
吋
幟
州
州
鋤
御
一
一
一
識
州
一
恥
仙
幟
州
十
）

裸
屯
波
の
発
肺
な
ど
が
恥
え
て

き
た
た
め
「
砥
し
い
交
脈
マ
ナ

ー
で
棋
範
を
示
そ
う
ｌ
」
と
川

年
九
川
に
結
成
さ
れ
た
と
い
い
〈
尚
し
た
ほ
か
、
灘
良
巾
燃
腱
細
川
Ⅲ
雌
（
時
川
）

ま
す
。
会
”
皿
は
現
在
二
卜
三
名
、
一
〈
”
（
西
村
児
一
代
表
）
が
優
秀
鴫
海
彦
一
（
茄
獅
）

一
叫
津
罪
部
訊
蓉
軸
埜
》
り
で
す
。
▽
“
塞
岬
峠
窪
率
砿
会
蛙
賞
）

当
町
の
人
が
中
心
で
す
が
、
無

線
の
広
域
性
か
ら
、
他
市
町
村

の
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

●

に
は
、
金
木
か
ら
八
戸
巾
へ
帷

効
し
た
人
も
会
ｕ
に
な
っ
て
い

ま
す
。正

し
い
交
陥
マ
ナ
ー
を
守
り
、

技
術
の
向
化
を
め
ざ
し
て
、
定

期
的
に
会
合
を
附
い
て
い
る
ほ

か
、
洩
峠
を
深
め
る
た
め
今
年

の
奥
は
小
袖
付
で
キ
ャ
ン
プ
を

災
施
、
少
年
か
ら
壮
年
ま
で
帆

広
い
年
齢
肘
な
が
ら
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
と
い
い

ま
す
。Ｍ

猟
に
紹
介
し
た
文
化
祭
の

公
開
通
用
で
は
、
肌
内
外
の
み

な
ら
ず
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

や
ハ
ワ
イ
な
ど
と
も
交
脈
。
会

場
内
に
は
、
仲
間
が
排
ち
よ
っ

た
珍
ら
し
い
交
侮
カ
ー
ド
な
ど

を
峡
・
が
。
ざ
ら
に
、
モ
ー
ル
ス

脈
り
を
弧
つ
と
テ
レ
ビ
に
文
字

が
写
し
川
き
れ
る
機
械
や
、
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
と
テ
レ
ビ
が
迎
勤

し
、
ｎ
分
の
顔
が
が
っ
て
い
る

川
伽
に
文
学
か
打
て
る
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
鋤
れ
た
小
、

中
学
雌
ら
の
人
鉱
の
的
。
初
参

加
の
公
開
迎
川
も
成
功
繩
に
終

。
』
し
ま
し
た
。

会
低
の
沢
川
ざ
ん
は
「
ク
ラ

ブ
の
存
在
と
Ⅱ
的
が
、
少
し
で

も
述
法
屯
波
な
ど
の
防
止
に
役

立
て
ば
．
・
・
・
：
」
と
紙
し
て
い
ま

し
た
。

●

さ
る
十
一
川
人
Ⅱ
、
Ｗ
辺
地

町
で
附
か
れ
た
い
ｆ
ど
も
会
育

成
血
合
会
、
王
仙
の
世
賊
人
研
修

会
の
聯
上
、
古
川
明
美
さ
ん
（

鮮
良
市
）
が
、
咄
．
ｊ
巡
会
雌
岱

を
受
徹
し
ま
し
た
。

こ
の
術
は
、
姪
年
に
わ
た
り

〃
’
ど
も
会
禍
助
に
卯
念
、
少
年

数
行
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る

鱒
良
巾
常
腱
糾
合
（
内
村

児
一
代
表
）

努
力
尚

下
古
町
営
農
組
合
（
小
山

県
子
連
会
長
賞
受
賞

古
川
明
川
明
美
さ
ん

人
に
州
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す

出
川
さ
ん
は
、
昭
和
川
十
丘

年
か
ら
し
年
州
、
喜
良
市
地
区

ｒ
ど
も
会
背
成
協
力
会
の
会
陛

と
し
て
、
ま
た
、
昭
棚
几
十
二

年
か
ら
は
川
ｆ
ど
も
会
育
成
迎

合
会
の
会
腿
と
し
て
少
年
の
他

今
、
″
心

全
行
成
に
尽
力
し
た
こ
と
力
融

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

炎
膨
状
を
手
に
古
川
さ
ん
は

「
こ
の
栄
誉
に
恥
な
い
よ
う
、

今
後
も
子
ど
も
会
添
動
の
先
狐

に
立
っ
て
頑
推
り
た
い
」
と
紙

し
て
い
ま
し
た
。

口
内
商
志
代
表
）

上
昭
和
町
営
腱
糾
合
（
今

常
男
代
表
）

受賞した須崎悠悦さん

の転作大豆

里一一 」
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金木だより（6）

大
盛
況
雑
鯛
叩
剛
銀
紋
州
聰

▲作品展示会

▲凧絵の展示会

0

ｑ
熱
戦
の
火
花
散
る

将
棋
大
会

ｑ
ほ
ほ
え
ま
し
い

保
育
所
児
童
の

演
技

一
‐
■
巴
・
■
ロ
■
ニ
ニ
ロ
ニ
■
■
一
ヰ
ニ
■
口

１
１
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
‐
‐
‐
訓
‐
‐
一

一
１

口

ｌ
Ｌ
Ｌ

●

作
品
展
金
賞
受
賞
者

▼
図
画
（
金
中
三
年
）

角
田
つ
よ
し
（
金
小
一
年
）
▼
書
道

泉
谷
ゆ
か
（
川
小
一
年
）
千
葉
加
藤
ち
さ
と
（
金
小
一
年
）

行
誠
（
嘉
小
一
年
）
佐
々
木
雅
、
川
ゆ
う
き
（
川
小
一
年
）
中

子
（
金
小
二
年
）
秋
元
百
合
子
村
美
子
（
喜
小
一
年
）
大
砺
ゆ

（
川
小
二
年
）
土
岐
光
油
（
嘉
か
り
（
金
小
二
年
）
加
藤
五
月

小
二
年
）
大
水
蝿
咄
（
分
小
三
（
金
小
二
年
）
泉
谷
薫
（
川
小

年
）
内
川
端
子
（
金
小
三
年
）
二
年
）
白
川
昭
〃
す
（
川
小
三
年

鴫
海
幸
雄
（
茄
小
三
年
）
斎
藤
）
中
村
批
子
（
喜
小
三
年
）
小

棚
広
、
佐
々
木
淑
忠
、
山
川
剛
獅
典
由
美
（
喜
小
三
年
）
山
中

（
余
小
川
年
）
が
山
芽
叩
、
松
砒
美
ｆ
（
金
小
川
年
）
中
村
典

岡
城
、
徳
川
柳
川
（
余
小
川
年
ｒ
（
喜
小
凶
年
）
、
川
利
佳
子

）
土
岐
政
幸
、
沢
川
佃
、
斎
藤
（
斑
小
川
年
）
川
口
美
穂
ｆ
、

美
加
ｆ
、
中
野
拓
次
（
海
小
六
加
標
多
恵
ｆ
、
徳
川
髄
美
子
（

年
）
鳴
海
美
保
子
（
南
中
一
年
金
小
皿
年
）
外
崎
忠
実
子
（
川

）
古
川
博
敏
（
金
中
二
年
）
中
小
六
年
）
杁
谷
美
奈
子
（
喜
小

谷
真
弓
（
金
中
三
年
）
六
年
）
山
中
康
補
（
嘉
小
六
年

▼
工
作
）
鳴
海
美
保
子
（
南
中
一
年
）

内
川
ち
ひ
〃
十
（
金
小
二
年
）
福
永
和
恵
（
南
中
二
年
）
山
中

渋
芥
椰
捌
（
金
小
三
年
）
松
江
麻
子
（
南
中
三
年
）

俊
惟
（
金
小
六
年
）
古
川
幸
道

将
棋
大
会
優
勝
者

▼
小
学
生
の
部
斎
牒
人
停
（
金
木
小
二
年
）

▼
中
学
生
の
部
萌
擁
尚
柳
〈
金
水
中
一
年
）

▼
一
般
の
部
荒
関
修
一
（
金
木
）

産
業
ま
つ
り
入
賞
者

▼
米
良
質
多
収
共
励
会
の
部
〃
歯
Ｉ
川
Ⅱ
稔
、
秋
沁
浩
、
古

雌
俊
秀
曲
Ｉ
ｎ
川
枠
雄
（
川
川
腎
一
（
以
止
腓
旧
）
角
川
昭

か
）
優
秀
衝
Ｉ
中
谷
秀
郷
（
川
太
郎
（
金
木
）

命
〉
中
芥
慌
（
Ｍ
）
優
良
尚
Ｉ
▼
野
菜
の
部

内
川
峰
雄
（
僻
川
）
ｎ
川
久
雄
金
賞
１
〈
ば
れ
い
し
ょ
〉
櫛

（
Ｍ
〉
、
川
広
正
（
川
介
）
努
釧
雌
（
金
木
）
〈
ネ
ギ
〉
佐
藤


